
 
簡単に近況等をレポートさせていただきます。 

 

1. 研究について  

 前回のレポートでも述べました論文ですが、相変わらず放置されていたので未だに

サブミットまでいきません。もう自分で勝手にサブミットしちゃえばいいんじゃない

の？と夜な夜な思いますが、さすがにそんな事をやったら解雇されそうなので踏み止

まります。自分で自分の原稿を読んで、書き直して、という作業を相変わらず黙々と

続けます。心が荒んでいくのを通り越して、色々どうでもよくなり、（買ってもない）

宝くじが当たった場合の使い道などの底辺っぽいことを妄想していたある日の夕方、

ついにポツポツとコメントが添えられた原稿が添付されたメールが教授から届きま

した。「あ！！！！返ってきた！！！！！」思わず叫び声がもれます。さっそく書き

直そうとしますが、まあとにかくそのコメントがいい具合に癇に障ります。「全然わ

かってねえじゃん！」と憤慨したりしますが、実際冷静に考えればそのコメントたち

もある意味マトを得ていて、きっと誰が読んでもちゃんとスッキリわかってもらうよ

うに書かなきゃいけないんだな、と自分の執筆力の至らなさを実感しつつ、謙虚に書

き直しております。精進あるのみですね。 

 一方で新しく勝手に始めたプロジェクトも、とりあえず結果出たし、なんとなくわ

かってきたから論文にするか、ってな感じで書き始めました。前回のレポートでも書

きましたが、ひたすら独学でふんばっていた計算も、自前のノートパソコンを火を噴

くレベルで長時間酷使し続けた甲斐があり、ソレっぽい結果が出ました。そもそも自

分でやる必要があったのかは甚だ疑問ですが。あとはラボ間の政治的な部分に気をつ

けながらまとめ上げれたら気持ちよく年を越せそうです（まだ夏前だけど）。 

 

2. 雑感   

 5年間同じアパート住んだ、兄弟と言っても過言ではない同期だった友人のPhD取得

が決定し、彼の母親と共に卒業式に出てきました。彼の研究に対する情熱や苦労を身

近に見続けた僕としては、なんというかただただ感無量で、とてもいい気分でした。

一方で、同期がどんどん先に行ってしまう中で、2年弱のビハインドを背負った僕は

やはりジメっとした焦燥感に苛まれます。覚悟を持って選んだ道だし想定内ではある

のですが、やはり少しモヤモヤしてしまう時があります。そんな時に出会ったのが、

そう、このAN○VA（低温調理機）。これさえあれば 様々な食材が超美味しく仕上がり、

美味しいものを食べてポジティブな気持ちを保ち、引いては世界平和へと繋がり精神

世界であ、脱線ですねすいません。わけのわからないことをいって誤魔化しましたが、

とにかくなんだか寂しげな気分になる季節ですね。 
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